
日付：2023 年 5 月 24 日（水曜日） 

天気：晴れ  気温 17℃   

場所：博物館活動センターの花壇 

 

 

5 月 13 日にタネをまいて 11 日目。 

さぁて、今日こそ芽（め）は出たかなぁ～～～？？ 

お……？ 

 

芽、芽、芽がぁぁぁ！ 

ついに芽が出ました！！！ 

毎日のように水やりをしつつ、もう芽は出たかな？ま

だかな？と首をなが～くして、楽しみにしていたんだ

よ～！ 

タネから芽が出ることを「発芽（はつが）」というよ！ 

発芽した様子や、その芽を「芽生え（めばえ）」ともい

うよ。 
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ハナマメの芽生えをよーく観察してみたよ！ 

  

土の上に出ている葉っぱは「初生葉（しょせいよ

う）」というよ！ 

2 枚あって、なんだかシワシワしているね。 

この「初生葉」という葉っぱは、ハナマメやダイズな

ど、主にマメの仲間の植物に出る葉っぱなんだって！ 

  

土の中には、「子葉（しよう）」という、発芽するときに

最初に出る葉っぱがあったよ！ 

（通称「ふたば」とも呼ばれる部分。） 

土に埋まっていて見えないけれど、後ろ側にもう一

枚、子葉があるよ。 

タネみたいな形のままで初生葉とは違うし、あんまり

葉っぱって感じもしないね～。 

それもそのはず、土の中の子葉は、次の葉を作るた

めの栄養をためておく役割を果たしているんだ！ 

 

次の日（5 月 25 日）には、他にもいくつか、ハナマメ

の芽生えが確認できたよ。 

初生葉が開いている芽も！ 

土の中からにょきっと「初生葉」を出す姿が見られる

のは期間限定。 

ぜひ観察しに来てください！ 
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藍（アイ）や他の植物たち 

 

アイも発芽したよ！ 

アイはハナマメよりも 1 日早い、5 月 23 日に発芽を確認しまし

た。 

アイの子葉は、だ円形で 2 枚あるね！ 

 

タネの皮がぼうしになってる！ 

 

アイのすぐそばには、他の植物たちの姿も。 

これはエノキグサかな！ 

※5 月 20 日（土曜日）に観察に来てくれたお友達に、これを

アイの芽だとお伝えしてしまいました……。間違ったことを教え

てしまってごめんなさい！ 

 

こっちはカタバミ。 

一番下の丸っこい 2 枚の葉が子葉だよ。 

その次からは、3 つのハートがくっついたような形の葉っぱが出

ているね！ 

 


